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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 8,636 3.4 1,065 △4.2 1,235 △7.1 804 △7.4

2025年３月期第３四半期 8,355 11.6 1,111 24.2 1,330 21.3 868 20.3

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 885百万円（△2.2％） 2025年３月期第３四半期 905百万円（10.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 150.23 150.14

2025年３月期第３四半期 159.87 159.77

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 9,113 6,840 71.4

2025年３月期 8,580 6,208 68.3

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 6,504百万円 2025年３月期 5,860百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 42.00 42.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 62.00 62.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,770 3.8 1,350 △11.1 1,550 △6.9 1,050 △7.1 196.13

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想の修正については、本日（2026年２月12日）公表いたしました「通期業績予想（連結）および配当予想の
修正に関するお知らせ」をご参照ください。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正については、本日（2026年２月12日）公表いたしました「通期業績予想（連結）および配当予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 5,507,676株 2025年３月期 5,507,676株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 153,968株 2025年３月期 153,968株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 5,353,708株 2025年３月期３Ｑ 5,430,341株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご参照下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨ではありません。実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注記事項等に

ついては、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2025年4月1日～2025年12月31日）におけるわが国の経済は、賃上げやインバウンド

需要の拡大で明るい兆しがある一方、急激な為替変動や継続的な物価の上昇、世界的な政治の不安定化など、依然

として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループが提供する各種サービスにおいては、これらの影響を直接的に受けることは

なく、「デジタル人材事業」「受託開発事業」「コンテンツプロパティ事業」を積極的に展開し、取り組んでまい

りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は8,636,864千円（前年同四半期比3.4％増）、営業利益は

1,065,005千円（前年同四半期比4.2％減）、経常利益は1,235,774千円（前年同四半期比7.1％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は804,285千円（前年同四半期比7.4％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜デジタル人材事業＞

デジタル人材事業は、ゲーム・スマートフォンアプリ・WEB・IT企業などに対し、プログラミング・グラフィッ

ク開発スキルを持った当社社員（クリエイター＆エンジニア）が顧客企業に常駐し、開発業務を提供しておりま

す。

当第３四半期連結累計期間においては、技術ソリューションに対する旺盛な需要を背景に、非エンターテインメ

ント業界における受注が好調に推移いたしました。なお、稼働プロジェクト数は7,593（前年同四半期稼働プロジ

ェクト数は7,042）となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は5,294,402千円（前年同四半期比9.9％増）、セグメント

利益は684,160千円（前年同四半期比13.1％増）となりました。

＜受託開発事業＞

受託開発事業は、主にデジタル人材事業を通じて顧客から持ち込まれるスマートフォンアプリ開発案件、クラウ

ドプラットフォーム構築、CRM(Customer Relationship Management)構築～導入～運用など、案件を持ち帰り形式

にて受託し、納品するサービスを提供しております。案件種別としては、「新規開発」「保守・運用」「追加開

発」「ラボ型開発」の４つに大別されます。

子会社の株式会社エクスラボ、EXTREME VIETNAM Co.,Ltd.、エス・エー・エス株式会社、酒田エス・エー・エス

株式会社についても当該事業に含まれます。

当第３四半期連結累計期間においては、企業のデジタル施策への投資拡大を背景に売上高、営業利益ともに堅調

に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,736,951千円（前年同四半期比14.8％増）、セグメン

ト利益は642,532千円（前年同四半期比12.8％増）となりました。

＜コンテンツプロパティ事業＞

コンテンツプロパティ事業は、当社が保有するゲーム・キャラクター等の知的財産を活用し、様々な事業展開を

行うセグメントであり、具体的には、ゲーム運営のほかに、当社が保有するゲームタイトルまたはキャラクターな

どを様々な商材へ使用許諾を行うライセンス事業が含まれております。

子会社の株式会社Ｄｒａｇａｍｉ Ｇａｍｅｓは当該事業に含まれます。

当第３四半期連結累計期間においては、当社が権利保有するゲームタイトルのライセンス収益の他、株式会社Ｄ

ｒａｇａｍｉ Ｇａｍｅｓにおいて発売したゲームタイトルの販売額も発生しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は684,757千円（前年同四半期比44.0％減）、セグメント

利益は361,867千円（前年同四半期比36.3％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

総資産・負債・純資産の状況

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、9,113,062千円となり、前連結会計年度比532,950千円の増加

（前連結会計年度比6.2％増）となりました。これは主に、現金及び預金が305,205千円、売掛金が33,697千円、

有価証券が44,188千円、製品が75,373千円、投資有価証券が77,533千円それぞれ増加した一方、のれんが24,914

千円、その他（投資その他の資産）が37,539千円それぞれ減少したことによるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、2,272,657千円となり、前連結会計年度比98,542千円の減少

（前連結会計年度比4.2％減）となりました。これは主に、未払金が33,651千円、その他（流動負債）が111,133

千円増加した一方、未払法人税等が157,018千円、賞与引当金が67,912千円それぞれ減少したことによるもので

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、6,840,404千円となり、前連結会計年度比631,492千円の増加

（前連結会計年度比10.2％増）となりました。これは主に、非支配株主持分が13,090千円減少した一方、親会社

株主に帰属する四半期純利益804,285千円の計上により利益剰余金が579,429千円、その他有価証券評価差額金が

53,427千円それぞれ増加したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期連結業績予想につきましては、本日（2026年２月12日）公表いたしました「通期業績予想

（連結）および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,605,862 4,911,068

売掛金 1,223,195 1,256,892

有価証券 264,520 308,708

製品 434 75,808

仕掛品 143,162 147,203

その他 155,905 198,918

貸倒引当金 △382 △416

流動資産合計 6,392,698 6,898,183

固定資産

有形固定資産 139,989 136,629

無形固定資産

ソフトウエア 44,058 33,872

ソフトウエア仮勘定 － 25,932

のれん 152,256 127,341

無形固定資産合計 196,315 187,147

投資その他の資産

投資有価証券 1,499,078 1,576,611

その他 360,556 323,017

貸倒引当金 △8,527 △8,527

投資その他の資産合計 1,851,108 1,891,102

固定資産合計 2,187,413 2,214,878

資産合計 8,580,111 9,113,062

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 650,000 650,000

１年内償還予定の社債 5,000 －

１年内返済予定の長期借入金 9,600 －

未払金 934,121 967,772

未払法人税等 330,604 173,585

賞与引当金 165,588 97,675

受注損失引当金 3,123 －

その他 260,367 371,500

流動負債合計 2,358,405 2,260,535

固定負債

退職給付に係る負債 12,335 11,663

その他 458 458

固定負債合計 12,793 12,122

負債合計 2,371,199 2,272,657

純資産の部

株主資本

資本金 424,187 424,187

資本剰余金 417,994 421,001

利益剰余金 5,118,430 5,697,860

自己株式 △200,981 △200,981

株主資本合計 5,759,631 6,342,068

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 93,972 147,400

為替換算調整勘定 6,560 15,278

その他の包括利益累計額合計 100,533 162,679

新株予約権 14,687 14,687

非支配株主持分 334,059 320,969

純資産合計 6,208,912 6,840,404

負債純資産合計 8,580,111 9,113,062
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 8,355,024 8,636,864

売上原価 5,760,604 6,003,028

売上総利益 2,594,419 2,633,836

販売費及び一般管理費 1,482,869 1,568,831

営業利益 1,111,550 1,065,005

営業外収益

受取利息 84,200 72,592

受取配当金 1 3,001

為替差益 116,249 106,267

助成金収入 90 －

投資有価証券売却益 9,366 －

持分法による投資利益 4,877 －

その他 13,185 361

営業外収益合計 227,970 182,222

営業外費用

支払利息 3,214 5,226

支払手数料 6,278 4,837

その他 0 1,388

営業外費用合計 9,492 11,452

経常利益 1,330,027 1,235,774

特別利益

新株予約権戻入益 3,208 －

特別利益合計 3,208 －

税金等調整前四半期純利益 1,333,236 1,235,774

法人税等 461,287 412,823

四半期純利益 871,948 822,951

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,779 18,666

親会社株主に帰属する四半期純利益 868,168 804,285

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

四半期純利益 871,948 822,951

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32,142 53,427

為替換算調整勘定 988 8,718

その他の包括利益合計 33,131 62,146

四半期包括利益 905,079 885,098

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 901,300 866,431

非支配株主に係る四半期包括利益 3,779 18,666

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算方法）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 50,062千円 44,570千円

のれんの償却額 24,914千円 24,914千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デジタル人材
事業

受託開発
事業

コンテンツ
プロパティ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,747,183 2,384,224 1,223,617 8,355,024 － 8,355,024

セグメント間の内部

売上高又は振替高
71,217 200 － 71,417 △71,417 －

計 4,818,400 2,384,424 1,223,617 8,426,441 △71,417 8,355,024

セグメント利益 604,828 569,855 567,905 1,742,589 △631,039 1,111,550

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

デジタル人材
事業

受託開発
事業

コンテンツ
プロパティ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 5,216,156 2,736,951 683,757 8,636,864 － 8,636,864

セグメント間の内部

売上高又は振替高
78,246 － 1,000 79,246 △79,246 －

計 5,294,402 2,736,951 684,757 8,716,111 △79,246 8,636,864

セグメント利益 684,160 642,532 361,867 1,688,561 △623,556 1,065,005

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費）であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費）であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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